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北
方
四
島
返
還
方
針
の
堅
持
を
求
め
る
新
聞
広
告
の
内
容
に
対
し
て
外
務
大
臣
が
修
正
を
求
め
た
件
に
関
す
る

再
質
問
主
意
書

本
年
四
月
十
七
日
の
毎
日
新
聞
に
、
谷
内
正
太
郎
政
府
代
表
が
毎
日
新
聞
社
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
、
北
方
領
土
問
題
に

つ
き
、
「
個
人
的
に
は
三
・
五
島
で
も
い
い
と
考
え
て
い
る
」
と
の
旨
、
谷
内
代
表
と
し
て
、
歯
舞
、
色
丹
、
国
後
、
択
捉
の

我
が
国
へ
の
帰
属
を
確
認
し
、
ロ
シ
ア
と
の
平
和
条
約
を
締
結
す
る
と
い
う
従
来
の
政
府
方
針
と
異
な
り
、
北
方
四
島
の
面
積

を
折
半
す
る
と
い
う
方
法
を
も
っ
て
、
同
問
題
の
最
終
的
解
決
を
目
指
す
べ
き
と
の
発
言
（
以
下
、
「
谷
内
発
言
」
と
い

う
。
）
を
し
た
と
報
じ
た
記
事
（
毎
日
記
事
一
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
年
五
月
一
日
付
の
毎
日
新
聞
五
面
に
、

「
谷
内
発
言
」
を
受
け
、
日
ロ
関
係
の
有
識
者
や
元
島
民
ら
が
同
年
四
月
三
十
日
、
東
京
都
内
で
記
者
会
見
を
行
い
、
「
谷
内

発
言
」
に
あ
る
三
・
五
島
返
還
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
北
方
四
島
の
返
還
を
目
指
す
方
針
を
堅
持
す
べ
き
と
の
ア
ピ
ー
ル
を
発

表
し
、
更
に
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
首
相
が
来
日
す
る
五
月
十
一
日
に
、
北
方
四
島
返
還
方
針
の
堅
持
を
求
め
る
新
聞
広
告
を

掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
発
表
し
た
と
報
じ
る
記
事
（
以
下
、
「
毎
日
記
事
二
」
と
い
う
。
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
右

と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
三
七
一
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
一
で
御
指
摘
の
者
に
対
し
て
中
曽
根
弘
文
外
務
大
臣
が
電
話
等
で
接
触
し
た
事
実
は
な
い
。
」

一



と
、
新
聞
広
告
の
呼
び
か
け
人
の
一
人
で
あ
る
日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
伊
藤
憲
一
理
事
長
に
対
し
、
本
年
四
月
三
十
日
、

中
曽
根
弘
文
外
務
大
臣
が
電
話
を
し
、
当
初
「
四
島
返
還
と
い
う
対
露
外
交
の
基
軸
を
具
体
的
に
否
定
し
た
」
と
い
う
ア

ピ
ー
ル
の
原
案
を
、
「
四
島
返
還
と
い
う
対
露
外
交
の
基
軸
を
否
定
す
る
か
の
ご
と
き
発
言
を
し
た
」
へ
と
変
更
す
る
こ
と

を
求
め
た
と
す
る
「
毎
日
記
事
二
」
の
内
容
は
事
実
で
は
な
い
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
「
前
回
答
弁

書
」
で
は
「
同
大
臣
か
ら
御
指
摘
の
ア
ピ
ー
ル
の
代
表
署
名
者
の
う
ち
、
一
で
御
指
摘
の
者
を
除
く
複
数
の
者
に
対
し
、
御

指
摘
の
ア
ピ
ー
ル
の
原
案
に
記
述
さ
れ
て
い
た
内
容
に
つ
い
て
、
事
実
と
異
な
る
点
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
一
で
御

指
摘
の
よ
う
な
変
更
を
求
め
た
と
い
う
事
実
は
な
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
伊
藤
理
事
長
を
除
く
代
表

署
名
者
の
う
ち
誰
に
対
し
て
、
中
曽
根
大
臣
は
右
答
弁
に
あ
る
指
摘
を
し
た
の
か
、
ま
た
、
な
ぜ
伊
藤
理
事
長
で
は
な
く
そ

の
者
に
対
し
て
指
摘
を
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

一
の
中
曽
根
大
臣
の
指
摘
は
、
い
つ
、
ど
の
様
な
方
法
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

外
務
省
に
お
い
て
、
一
の
指
摘
に
関
す
る
文
書
は
作
成
さ
れ
て
い
る
か
。

四

前
回
質
問
主
意
書
で
、
中
曽
根
大
臣
と
し
て
、
ア
ピ
ー
ル
の
文
案
に
修
正
を
申
し
入
れ
る
以
前
に
、
「
谷
内
発
言
」
の
正

確
な
内
容
を
国
民
に
明
ら
か
に
す
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
何
の
回
答
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。

二



中
曽
根
大
臣
と
し
て
、
ア
ピ
ー
ル
の
原
案
の
ど
の
部
分
に
「
事
実
と
異
な
る
点
が
あ
る
」
と
指
摘
し
た
の
か
、
ま
た
、
そ
も

そ
も
「
事
実
」
と
は
何
で
あ
る
の
か
、
谷
内
氏
は
毎
日
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
て
実
際
に
ど
の
様
な
発
言
を
し
た
の

か
、
詳
細
な
説
明
を
再
度
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

三


